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【 は じ め に 】  9 

 平 成 20 年 4 月 よ り 特 定 健 康 診 査 （ 特 定 健 診 ）10 

が 実 施 さ れ 、 以 来 8 年 が 経 過 し た 。 私 達 は 平11 

成 25 年 度 本 学 会 に お い て 、 平 成 23 年 3 月 に 発12 

生 し た 東 日 本 大 震 災 が 本 県 の 特 定 健 診 結 果 に13 

与 え た 影 響 に つ い て 報 告 し た 。 今 回 、 そ の 後14 

の 特 定 健 診 の 年 次 別 実 施 状 況 に つ い て 集 計 し 、15 

興 味 あ る 知 見 を 得 た の で 報 告 す る 。  16 

【 対 象 と 方 法 】  17 

平 成 20 年 4 月 か ら 27 年 3 月 の 7 年 間 に 、 当18 

協 会 で 実 施 し た 特 定 健 診 受 診 者 （ 国 民 保 険 加19 

入 者 の み ）、 延 べ 569,053 名 を 対 象 と し た 。 県 内 を20 
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県 北 、 県 南 、 会 津 、 相 双 、 い わ き の 5 地 区 に21 

分 け 、 年 齢 階 級 、 肥 満 、 血 圧 、 耐 糖 能 、 脂 質22 

異 常 症 、 喫 煙 指 数 （ BI ： ブ リ ン ク マ ン 指 数 ）、23 

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム （ メ タ ボ ） 判 定 に24 

つ い て 、 当 協 会 で 使 用 し て い る 判 定 基 準 に 基25 

づ き 集 計 し た 。  26 

【 結 果 】  27 

震 災 を 受 け た 平 成 23 年 度 の 特 定 健 診 受 診 者28 

数 は 県 北 、 相 双 両 地 区 で 大 き く 減 少 し た が 、29 

平 成 26 年 度 に は 震 災 前 の 水 準 ま で 回 復 し た 。30 

年 齢 階 級 別 で は 全 体 の 半 数 を 60 歳 代 が 占 め て31 

お り 、 40 歳 代 、 50 歳 代 は 年 々 減 少 傾 向 に あ っ32 

た 。 平 成 23 年 度 以 降 の 肥 満 、 血 圧 、 耐 糖 能 、33 

脂 質 異 常 症 、 喫 煙 指 数 、 メ タ ボ 判 定 に つ い て34 

平 成 22 年 度 以 前 と 比 較 す る と 、 肥 満 要 指 導 率35 

は 相 双 地 区 で の 増 加 が 著 明 で あ り 、 特 に 50 歳36 

代 男 性 は 5 ％ 以 上 増 加 し て い た 。 血 圧 は 加 療37 

通 院 中 が 増 加 し 、 相 双 地 区 は 他 の 地 区 に 比 べ38 

男 女 と も 増 加 の 割 合 が 大 き か っ た 。 耐 糖 能 は 、39 

全 地 区 に お い て 、 要 指 導 率 、 要 精 検 率 と も に40 
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増 加 し て い た 。 脂 質 異 常 症 要 精 検 率 は 、 相 双41 

地 区 の 50 歳 代 男 性 で 4 ～ 5 ％ 増 加 し て い た 。42 

喫 煙 指 数 で は 、 全 地 区 で BI 0 ～ 199 か ら BI 200 ～ 39943 

へ と 増 加 し て い た 。 メ タ ボ 判 定 の 基 準 該 当 率44 

は 、 県 北 地 区 と 相 双 地 区 の 両 地 区 で 増 加 し て45 

お り 、 特 に 相 双 地 区 の 60 歳 代 男 性 は 震 災 以 前46 

の 23 ％ ～ 25 ％ か ら 、 平 成 26 年 度 に は 34.8 ％ と な47 

り 増 加 が 著 明 で あ っ た 。  48 

【 ま と め 】  49 

県 内 5 地 区 の 結 果 を 経 年 的 に 集 計 し た 結 果 、50 

相 双 地 区 で は 、 肥 満 の 要 指 導 率 と メ タ ボ 判 定51 

の 基 準 該 当 率 が 他 の 地 区 よ り 増 加 し て い た 。52 

そ の 一 因 と し て 相 双 地 区 の 12 市 町 村 中 9 市 町53 

村 が 原 発 事 故 に よ る 避 難 地 域 に な っ て い る こ54 

と か ら 、 震 災 後 、 生 活 環 境 の 著 し い 変 化 の 為 、55 

多 く の ス ト レ ス を 抱 え て い る こ と が 考 え ら れ56 

た 。 ま た 、 23 年 度 以 降 、 全 て の 地 区 で の 耐 糖57 

能 の 要 指 導 率 と 喫 煙 指 数 は 増 加 し て い た 。 こ58 

れ は 相 双 地 区 だ け に 限 ら ず 、 県 全 体 の 生 活 習59 

慣 の 悪 化 で あ る こ と を 伺 わ せ た 。  60 
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メ タ ボ と そ の 予 備 群 減 少 を 目 的 と し て 始 め61 

た 特 定 健 診 で あ っ た が 、 震 災 を 契 機 に 生 活 習62 

慣 の 変 化 が 福 島 県 民 に 大 き な 影 響 を 与 え た こ63 

と を 改 め て 実 感 し た 。 こ う し た 現 状 を 改 善 し 、64 

福 島 県 民 が 健 や か で 心 豊 か な 生 活 を 送 る こ と65 

が で き る よ う 、 当 協 会 は 行 政 機 関 と 連 携 を 保66 

ち な が ら 、 保 健 指 導 や 健 康 に 対 す る 意 識 向 上67 

の 啓 発 に な お 一 層 努 力 し て い き た い 。  68 


